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砕 石 イ乍 業 の 諸 問 題

竹 内 正 辰雛

建設工事の石材に問地石，角石材.I軽，砕石な Eがつかわれているが，型車

と砕石とは使用量町多いことからい。て大切な材料である. コソグリート骨

材と Lて古〈から聖書がつかわれているのは.耐圧強度が大き〈 ，円磨面がセ

メγ ト毛ルタル主よ〈密着するという利点がある上に採収が比較的容易なた

めであ。て，重量殴工事がすすむにつれて，そり消費量は増す一方である.生

ヨソは最近モの生産方法が向上1...注文者自要求する繁材申国合をオートメ

ーシ， γ で完成しているりで，それぞれの使用現場でいちいち繁材を偶告す

る労カがかからないと k から，安晶に利用することができ，一層~"グリー

トり利用は広〈なってきた。 この需要量の潮加にともなって，天然様貰源は

不足をきた1...砂利トラ νタが社会問題までにもタローズア，プ Lてきたよ

うに.遠距離をやすい運賃ではこんで生産費をさげたいという深刻な経営事

情までが露骨にあらわれてきた. 関東方面にはすでに採収地がへ t • 遠方か

ら鉄道輸送をしなければならなくなヲている.

こう Lた一面人工破砕様〈砕宥〉 のコソタ ジートヘ町 利用も研究されては

いるが，本絡的の利用までには至っていない。 砕石は天然様よ担も粒塊相互

の贈擦抵抗が大きいことから鉄道路線敷石として戦後大々的に利用され .新

線は勿輪りとe..古〈使。ていた聖書を空換 Lた t • 年々補修した Þ 1..て，現

在ではかな bの設が消費されている. また道路の積極的な開設と，大型車の

運符に対抗する舗装の改修もいたるところで符われ，いろいろの規格。砕石

がすごい勢で消資されている.

こりように Lて骨材。需要は逐年増1...すでにそり補給の如何が建股工事

の進捗を左右するまでにな，て，国土開発計画。上からも骨材の生産は軍要

な産業主なヲた. したがって採石地は業者。湖加にともな。て.最近至ると

己ろに開置置されている. 静岡市内を貫流する安倍川だけでも，砂利採収難者

は 80を越えているという驚くばか Pの現状であるから，大井川I.富士川，

天竜川をはじめと Lて県内の各川にはたらく集者はすばらしい伎にのぼるで

あろう. これにくらべると砕宕の方は，企業が比較的大きいだけに葉者。散

様静岡大学助教授 ー?ー
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はそれ程多いものではない.筆者は過目箱根一大井川間にあ♂砕石現場を〈

まな〈見学する後会にめぐまれたので，これらから知ることのできた砕石伎

街。主な問題について.少 L述ベてみたいと思う. Eの見学地械にある砕石

個所を図に示1.-.それら町事業内容を別表にまとめた.

利用 Lている宕宕は砂告と熔岩が主である. 物理的性質と〈に間際が少〈

耐圧強度が大きい種類が好まれ，特定の岩石にこだわることはない. 河川町

巨E曜を発破で砕石することも備にはあるが，砕粒白一部に円磨菌が残ること

から一般にはあま b観迎きれていない. 福用0)では三指層群。硬質砂岩を砕

石1.-.その石質はかたく鍛密で優秀なものである. けれども爽在する頁岩が

採掘の邪魔を Lている。 平山(3)では静岡層群り砂右を砕右Lていて，混入す

る表土砂をのぞくためにクラ，シしたもりを簡骨けるときにわざわざ水洗を

Lている.熔岩の場合には厚周の場合ほど岩質が鍛密であるから，節酒町発

建 Lた kころが採掘も Lやすい. このように砕石貰涯は岩質にあま bむづか

Lい条件がないから，岩そのもりは普週的にあるわけではあるが， 生産がマ

スプロであるだけに，埋蔵量が多〈 -表土がうす< .不良り爽荏物がな< . 

採掘に都合りよい地形で.1.-かも最寄 b駅までり搬出が額めて容晶で隠艇が

短いといヲた地質的地理的条件に宣隠されることが多い. 表土が厚いときに

は，岩石採掘に先きだヲて剥土をするが，土というものは比佼的処置 Lにく

いもので ， 発 破 が き か な い からプルドーザ慢被・ン，ベル，成るときには

エタスカベーターが必要にt， ~ .さらに姶て場所を盤ける必要もあって，表

土がない絶好条件のときにくらべると，その処置費用は全〈浪賓となヲてし

まう。 御骸掲(0)では.スタ νーパー，大黒崎(守)では-;/.ベルをつかヲて苦労

を Lている1.-.根府川(瑚では切羽高さ 50叫の上から数叫の厚きり表土が切

羽に崩落 Lてその処置に少なからぬ手数をかけている.

採掘はマスプロであるから，大規模。現場では大発破が符われる。 真鶴自0)

(U)では切羽に直角に 10冊目坑道を掴進¥....その奥を T字型に切!りこみ，そ

の両側に歓 10 0仰の火薬を襲唄 Lて，一田町爆破で数 10 0 0屯の岩石を

ゆるめている.けれどもタヲヲジャーに直接投入することができないような

大塊は，いちいち小割りを Lなければならない. 大黒崎(7)ではピ 7 l'を利用

Lているが，岩質によっては小発破が必要で，採掘貨の大部骨がこり仕事に
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消賞宰れている e なかには費用をへらす意味で右ヱを贋，て問地石に仕上げ

ているととろも少〈はない.露天掴0岩右採掘では，とのような小割作業は

必然的につきまとうものであるから.要はその費用をどの温度までさげられ

るかというところに技指的問題がある.岩石の性賓と賦存する状簡によ，て

犬小の発破方法を比較研究することが皇室しい。

タヲ.ン y グと舟銀は生産工種町生命ではあるが，全〈の機械作業でいる

いるの規格で畿械が製造きれているから，特に変。ずこ殴針。プラ Y トでない

限t .既製穣械を利用する.ただ最近は砕石の仕上 b形態をできるだけ偏平

にすることが，道路骨材に歓迎されることから，煉ってイソベラー-タヲ，

シャーが広〈利用されてきた。

きて以上の技術の日かに，生産と奥品の般出とを綜合 Lた涯徹，積込みの

問題がある。いわゆる荷役であヲて，マスプロの場合にはどんな生産作業で

も，これが艦営能車をま醍するととが多い。事 <11)現場では.切羽からタヲ

ヲジマーへの給鉱が不円滑なために，破砕能率が下ヲている. また切羽でダ

y プヵーへ積込む作業を人力で待ラているために，運撮能率の下が。ている

ものもある.あるいは最寄釈までり般出に苦労を Lているところもないとは

いえない. これらり点はそれぞれに適当する運搬慢の使用と，経費剥減に対

する経営方針とによって，或程度は解決されるまであろうが，生産量の変動

に応じていつも溝足の状態にすることは，なかなか容晶ならぬことで，経営

の立場から容易には解決することができない。

以上は砕石作業の問題点を列挙した程度にすぎないが，要は「生麗原価をで

きるだけ下げなければ，鑑賞困鰻におちいるJことにむずか Lきがある.今

目的需要に応ずるため町生産は，既に小資本の企策では満足できないから，

マスプロのできる大企業でなければならない.筆者は国土開発計閣の具体業

については全〈の不案内者ではあるが，英大量の砕石を補給する方法を業者

に一任 Lただけである kするならば，考えなおしてみる余地もあるような気

がする.砕石事業そりもりを針固にお bとみ.採掘個所を模信 Lて，表土を

有効に利用する遣を計蘭 L.採掘跡の土地利用を積極的に立案 Lて，土地白

人工改造を加味してこそ本当の国土開発計画といえよう.砕石綾術そのもの

から.腎は大骨飛腫 Lたけれども，根本的な問題については関連がないわけ

でもなかろう.
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番号は砕石現場を示す大
井
川

静岡県榛原郡金書町福用

静岡市丸子舟川

静岡県庵原郡平山

① 

② 

山製県西八代郡下部町

静岡県閏方都対島村富戸

静岡県田方郡函南村箱根峠

静岡県熱海市大黒崎

⑤ 

@ 

@ 

@ 

@ 

上

静岡県御殿場市東山

神奈川県足柄下郡真崎町

開@ 

@ 

@

@

@

 

上

神奈川県狼府川町

同

-12 -


